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追
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消
防
費
︵
無
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ジ
タ
ル
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担
金
︶１
億
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，
８
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円

総
務
費
︵
Ａ
Ｔ
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設
置
費
用
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…
…
…
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，
３
０
０
万
円

社
会
教
育
費
︵
椿
公
民
館
撤
去
︶

…
…
…
…
７
８
７
万
円

特
別
会
計
補
正
は
５
会
計
の
補
正
が
あ
り
ま
し
た
が

目
立
つ
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
記
載
し
ま
せ
ん
で
し
た

視
 
点

消
防
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
道
志
、
都
留
、
上
野
原
を
一
体
化
す

る
た
め
の
負
担
金
で
す
。
災
害
時
の
連
携
が
出
来
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。﹁
道
の
駅
ど
う
し
﹂
に
も
都
留
信
用
組
合
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
村
民
の
強
い
要
望
が
あ
る
た
め
、
道
志
村
と
都
留

信
用
組
合
で
協
議
し
た
結
果
、
﹁
道
の
駅
ど
う
し
﹂
の
駐
車
場
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
て
村
民
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で
す
。

建
物
は
道
志
村
で
、
内
部
機
器
は
都
留
信
用
組
合
の
負
担
と
し
、

四
月
か
ら
利
用
開
始
の
予
定
で
す
。

お
も
な
補
正
予
算

議会だより（2）

★ 全議員が議案に賛成、認定及び同意いたしました。
議案等番号             件       名               審議結果

議案第54号 道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第55号 道志村介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第56号 道志村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第57号 平成25年度道志村一般会計補正予算（第４回） 原案可決

議案第58号 平成25年度道志村国民健康保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決

議案第59号 平成25年度道志村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１回） 原案可決

議案第60号 平成25年度道志村簡易水道事業特別会計補正予算（第２回） 原案可決

議案第61号 平成25年度道志村介護保険特別会計補正予算（第２回） 原案可決

議案第62号 平成25年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第２回） 原案可決

請願第２号 新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書の採択を求める請願 採  択

12月定例会は12月10日から13日まで開催され、一般会計補正
予算、特別会計補正予算、条例改正等の可決、新聞への消費税の
軽減税率適用を求める意見書を採択して終了しました。
また、７人の議員が一般質問をし、村政の考えを聞きました。

12月
定例会

議案等の審議結果
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Ｑ道志村診療所玄関の雨よけ対策について
●診療所の玄関、急患搬送入口は雨よけがないため、利用者が不便をきたしているが

Ａ 平成２６年度当初予算に計上して早急に対処する予定です。

Ｑ診療所の胃カメラを更新したが、その後の状況は
●検診日を週１回から２回に増やして実施しているようですが状況はどうか

Ａ 検診の待機期間が約３ヶ月から１ヶ月に短縮されるなど、効果が
表れて います。

●１０月２６日川原畑地区にある、養豚場から高濃度のし尿が野竹沢に流出しました。

＊この事故に対して、１１月８日に全員協議会を開き、㈲相模原畜産に出席を求め、事故の原因
について説明を受けると共に、事故報告書、改善報告書の提出や、今後二度とこのような事故
を起こさないよう要請いたしました。
なお、事故原因は、し尿を処理施設に送る水中ポンプの故障とのことでした。

Ｑ自主防災組織について
●現在の自主防災組織では、大地震等の災害時には機能しないのではないか

Ａ 長又地区で住民が中心となって進めている、新しい形の自主防災
組織をモデルとして、他の地区も強化・充実を図っていきます。

議員の
意見 以前にも相談しましたが、雨天時等には滑り易く、危険度が高い

ため早急に対策が必要である。

診療所玄関前

（議会報告）

議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で
の質疑の一部を紹介します。
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Ｑ「日本で最も美しい村連合」
今後の対応は

出
羽﹁日

本
で
最
も
美
し

い
村
﹂
連
合
に
道
志
村

も
昨
年
加
盟
し
ま
し
た
。

10
月
北
海
道
美
瑛
町
の

取
り
組
み
を
研
修
し
ま

し
た
。

加
盟
後
５
年
ご
と
に

最
も
美
し
い
村
づ
く
り

の
基
本
理
念
が
継
承
さ

れ
て
い
る
か
、
よ
り
美

し
い
村
づ
く
り
を
目
指

し
て
運
動
が
定
着
さ
れ

て
い
る
か
を
再
審
査
で

確
認
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
美
し
い
村

連
合
に
加
盟
し
た
の

で
、
道
志
村
を
美
し
く

す
る
運
動
を
展
開
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

村
長加

盟
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
私
が
就
任

し
て
、
す
ぐ
に
会
議
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

公
務
の
都
合
で
参
加
で

き
ず
、代
わ
り
に
議
員
さ

ん
と
職
員
に
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
状
況
で
す
。

農
山
村
の
景
観
、
そ

の
中
に
は
道
志
川
の
清

流
も
あ
り
、各
地
区
に
は

伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
全
て
を
さ

ら
に
美
し
く
育
て
守
る

責
任
も
あ
る
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
議
員
各
位
の

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
対
応
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

出
羽住

民
ニ
ー
ズ
の

把
握
は

住
み
良
い
村
づ
く
り

の
た
め
の
政
策
を
展
開

す
る
の
に
は
村
民
の
望

む
こ
と
を
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
住
民
ニ
ー

ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

把
握
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
る
が
。

村
長村

づ
く
り
の
た
め
の

予
算
を
つ
く
る
に
は
、

村
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

が
ど
こ
に
あ
る
か
を
把

握
す
る
事
と
考
え
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

と
し
て
、
村
民
の
皆
様

と
の
対
話
集
会
等
を
計

画
し
て
住
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
村
政
に
反
映

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

出羽
� �

和平
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Q

北海道 美瑛町

「日本で最も美しい村」連合とは
近年、日本では市町村合併が進み、小さくても素晴

らしい地域資源を持つ村の存続や、美しい景観の保護
などが難しくなっています。そんな日本の農山村の景
観や環境・文化を守り、将来にわたって美しい地域で
有り続けるために活動しているＮＰＯ法人です。
道志村は、平成２４年度にこの連合に加盟しました。
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Ｑ合併浄化槽の
整備状況は

大
田一般

家
庭
は
、
設
置

が
ど
の
程
度
終
了
し
て

い
る
の
か
。ま
た
、別
荘

や
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備

状
況
は
。

普
及
率
89
％
と

な
る
予
定

産
業
振
興
課
長

合
併
浄
化
槽
５
７
３

基
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
平
成
25
年

度
末
の
設
置
基
数
は
５

０
８
基
で
あ
り
普
及
率

89
％
と
な
る
予
定
で

す
。別
荘
は
、住
民
票
の

な
い
方
に
つ
い
て
は
事

業
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

大
田各

指
定
管
理
の

運
営
状
況
は

道
志
の
湯
を
は
じ
め
、

赤
字
経
営
の
指
定
管
理

施
設
の
運
営
方
法
は
。

誘
客
や
売
り
上
げ
の

増
加
に
努
め
て
い
く

産
業
振
興
課
長

村
で
は
12
の
施
設
を

管
理
委
託
施
設
と
し
て

協
定
を
締
結
し
て
お
り

ま
す
。

赤
字
経
営
の
そ
の
後

で
す
が
、
最
新
の
情
報

発
信
を
行
い
誘
客
や
売

り
上
げ
の
増
加
に
努
め

て
い
ま
す
。

収
支
状
況
で
す
が
、

前
年
度
の
事
業
報
告
書

で
見
ま
す
と
赤
字
施
設

は
５
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
赤
字
施
設
に
つ

い
て
は
、
運
営
方
法
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
い

改
善
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

大
田保

育
園
の
場
所
の

変
更
は
で
き
な
い
か

小
中
学
校
を
建
設
す

る
場
所
に
保
育
園
を
建

て
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。
学
童
保
育
施
設
も

同
じ
場
所
に
移
転
で
き

な
い
か
。

こ
れ
か
ら
委
員
会
で

方
向
性
を
決
め
て
い
く

教
育
長

現
在
、
村
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
検
討

を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

現
在
中
学
校
が
建
っ

て
い
る
敷
地
に
、
小
学

校
及
び
中
学
校
を
建
て

直
す
と
こ
ろ
ま
で
は
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
保
育
所
や
学

童
保
育
施
設
も
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う

声
も
聞
い
て
お
り
ま
す

の
で
検
討
の
中
に
は
入

っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
委
員
会
で
方
向
性

を
決
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
は
っ
き
り
し
た
答

弁
は
致
し
か
ね
ま
す
。

大
田国

道
４
１
３
号
線
の

危
険
個
所
は
 

国
道
４
１
３
号
線
は
、

交
通
量
も
多
く
な
り
、

カ
ー
ブ
が
多
く
死
亡
事

故
も
起
き
て
い
ま
す
。

安
全
、
安
心
な
道
路
づ

く
り
に
向
け
て
の
考
え

は
。常

に
要
望
を

し
て
い
る

産
業
振
興
課
長

国
道
４
１
３
号
線
は

村
に
と
っ
て
は
重
要
な

幹
線
道
路
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
危
険
箇
所

の
改
良
整
備
は
常
に
要

望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
も
５
月

に
議
員
、
県
議
及
び
建

設
事
務
所
合
同
に
よ
る

国
道
の
危
険
箇
所
を
調

査
し
、
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

大
��

田
�

博
��

文
��

議員

一般質問
（これが聞きたい）

ＡQ

ＡQ

Ａ

QＡ

設置様子
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Ｑ太陽光発電
施設の設置は

山
口再生

可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
創
出
事
業
と
し
て
、

当
初
予
算
で
や
ま
ゆ
り

セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発

電
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

発
電
を
し
た
電
力
は

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で

使
用
し
、
残
り
は
売
電

す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。た
だ
、売
電
価
格
は

２
０
１
４
年
か
ら
下
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
設
置
を

考
え
た
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

今
後
設
置
場
所
を

検
討
し
進
め
て
行
く

教
育
長

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

の
屋
根
、あ
る
い
は
、体

育
館
の
屋
根
へ
の
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
設
置
後
の

屋
根
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
、
施
設
の
荷
重
へ
の

耐
力
が
保
ち
得
る
か
ど

う
か
、そ
れ
に
、大
雪
後

に
大
量
の
雪
が
一
度
に

落
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

利
用
者
の
多
い
施
設
で

は
危
険
な
の
で
は
な
い

か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
検

討
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
太

陽
光
発
電
施
設
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
屋

根
で
は
な
く
、
遊
休
農

地
や
耕
作
放
棄
地
へ
の

設
置
に
つ
い
て
検
討
を

し
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

山
口他

の
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
り
組

み
は

災
害
時
の
避
難
所
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
な

ど
を
考
え
る
と
、
今
の

電
力
に
依
存
す
る
だ
け

の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
不

安
な
点
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
太
陽
光
以
外
で

他
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
へ
の
取
組
み
は
。

発
電
機
な
ど
の

対
応
で

村
長エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
今
の
電

力
に
依
存
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
道
志
村
は
山

林
や
遊
休
農
地
が
多
い

の
で
、
そ
れ
ら
の
土
地

を
活
用
し
た
太
陽
光
主

力
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

山口
����

力
���

議員

一般質問
（これが聞きたい）

空地を利用した太陽光発電システム

Ａ

Q

Ａ
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Ｑ予定事業の
進捗状況は

杉
本時が

過
ぎ
る
の
は
早

い
も
の
で
平
成
25
年
度

も
３
分
の
２
を
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

本
村
も
３
月
定
例
会

で
当
初
予
算
の
策
定
を

し
、
各
事
業
の
議
決
を

し
た
訳
で
す
が
、
そ
の

進
捗
状
況
は
、
予
定
ど

お
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

事
業
に
よ
っ
て
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
も
の
の
、

概
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

一
般
会
計
事
業

農
林
水
産
業
費
は
、

１
千
15
万
円
の
事
業
費

に
対
し
て
15
％
の
実
施
、

観
光
費
１
千
２
０
７
万

円
に
つ
い
て
は
46
％
が

発
注
済
み
と
な
っ
て
お

り
、両
方
と
も
、残
額
に

つ
い
て
は
実
施
に
向
け

て
作
業
中
で
す
。

土
木
費
は
、
２
千
９
８

０
万
円
の
予
算
の
う
ち

１
千
８
５
０
万
円
が
橋

梁
長
寿
命
化
国
庫
補
助

事
業
で
、
こ
の
事
業
が

県
と
の
調
整
に
よ
り
来

年
度
実
施
と
な
っ
た
こ

と
で
、
減
額
処
理
を
す

る
予
定
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
残
り
の
事
業
費

に
対
し
て
は
１
０
０
％

実
施
済
み
で
す
。

消
防
費

消
防
費
８
０
９
万
円

は
、
貯
水
槽
撤
去
及
び

防
災
倉
庫
設
置
事
業
の

た
め
、い
ず
れ
も
、地
権

者
等
と
調
整
中
で
あ
り

現
在
未
実
施
で
す
。

教
育
費

教
育
費
１
千
８
４
８

万
円
に
つ
き
ま
し
て

は
、
20
％
が
発
注
済
み

で
あ
り
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
検
討
中
で

す
。

特
別
会
計
事
業

国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計

予
算
の
施
設
整
備
費

１
千
29
万
円
に
つ
き
ま

し
て
は
、
診
療
所
の
内

視
鏡
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム

整
備
を
実
施
し
11
月
１

日
よ
り
稼
働
し
て
ま
す
。

杉本
����

秀明
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

新しい 胃カメラ

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計

予
算
の
施
設
費
４
千

万
円
に
つ
き
ま
し
て

は
、白
井
平
、長
幡
簡
易

水
道
の
本
管
布
設
替
え

が
主
な
事
業
で
大
部
分

は
実
施
済
み
で
す
が
、

白
井
平
簡
易
水
道
国
道

本
管
布
設
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
12
月
に
入

札
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
長
幡
簡
易
水

道
第
２
給
水
区
給
水
管

布
設
替
え
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
営
の
中

山
間
地
、
地
域
総
合
整

備
事
業
に
合
わ
せ
て
平

成
26
年
度
に
実
施
予
定

で
す
。

よ
っ
て
、
こ
の
事
業

に
係
る
予
算
に
つ
い
て

も
減
額
処
理
し
ま
す
。

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

予
算
に
お
い
て
施
設

整
備
費
５
千
３
８
４
万

円
の
進
捗
に
つ
い
て

は
、
浄
化
槽
本
体
工
事

19
基
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
11
基
が
設

置
済
み
で
、
残
り
８
基

に
つ
き
ま
し
て
も
年
内

完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。﹁

再
質
問
あ
り
﹂



議会だより（8）

Ｑ村民との対話は
どうするか

池
谷直接

村
長
と
住
民
と

の
対
話
が
あ
っ
た
ほ
う

が
、
村
長
の
方
針
も
理

解
し
て
も
ら
え
、
住
民

に
と
っ
て
対
話
が
で
き

る
村
長
と
し
て
、
よ
り

一
層
の
支
持
を
得
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 
 

村
長
就
任
か
ら
半
年

経
ち
ま
す
が
、
村
民
と

の
対
話
の
場
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
民
の
皆
様
と
対

話
の
場
を
つ
く
り

村
長質

問
の
よ
う
に
、
住

民
の
皆
様
の
意
見
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
対
話

し
て
、
政
策
に
取
り
入

れ
て
い
く
事
は
大
事
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。

対
話
の
場
は
、
各
地

区
か
ら
代
表
と
し
て
議

員
さ
ん
が
選
出
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
行

政
と
一
緒
に
村
民
の
皆

様
と
対
話
の
場
を
つ
く

り
村
政
に
反
映
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

池
��

谷
�

高明
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

住民との対話の様子



Ａ

（9）平成26年１月１日発行

Ｑ福祉施設は
どうする

長
田昨年

、
本
村
は
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
で
は
な

く
、
在
宅
介
護
の
方
向

で
行
く
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

村
長
は
９
月
定
例
会

で
29
床
の
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
建
設
す
る
考
え
の
よ

う
で
す
が
、
29
床
で
い

く
の
か
、
ま
た
は
１
０

０
床
か
、
そ
れ
と
も
在

宅
介
護
で
行
く
の
か
。

29
床
の
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で

村
長現

在
、
福
祉
施
設
を

道
志
村
へ
設
置
で
き
る

の
は
、
29
床
の
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
県
の
長
寿
社

会
課
の
指
導
を
い
た
だ

く
な
か
で
考
え
て
い
き

ま
す
。

長
田横

浜
市
か
ら
の

補
助
金
は

平
成
26
年
度
で
浄
化

槽
事
業
が
終
了
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
変
わ

る
事
業
や
方
策
を
考
え

て
い
る
か
。

延
長
等
継
続
し
て
整

備
が
で
き
る
よ
う
に

産
業
振
興
課
長

合
併
浄
化
槽
は
特
定

地
域
生
活
排
水
処
理
計

画
に
お
い
て
全
体
で
５

７
３
基
の
計
画
で
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
末
に
は

５
２
７
基
の
実
績
と
な

り
ま
す
。

全
体
計
画
よ
り
46
基

不
足
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
事
務
レ
ベ
ル
で
は

あ
り
ま
す
が
、
横
浜
市

へ
延
長
等
継
続
し
て
整

備
が
で
き
る
よ
う
に
お

願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
、
正
確
な
設
置

希
望
者
を
調
査
確
認
し

正
式
な
交
渉
作
業
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

長
��

田
�

達義
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Q

福祉センターにて



議会だより（10）

Ｑ人口減少対策は
どうする

佐
藤人

口
減
少
が
続
い
て

い
る
当
村
で
す
。
議
会

で
は
人
口
増
加
対
策
特

別
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
雇
用
の
場
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
た

施
策
と
、
世
帯
増
加
を

目
的
と
し
た
婚
活
支
援

を
中
心
に
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

道
志
村
に
は
世
帯
者

向
け
の
村
営
住
宅
は
有

る
が
、
単
身
者
向
け
の

住
宅
が
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
下
川
町
は
、

木
質
を
利
用
し
た
産
業

を
中
心
に
雇
用
を
増
や

し
て
い
ま
す
。ま
た
、単

身
者
も
居
住
で
き
る
エ

コ
ハ
ウ
ス
も
あ
り
、
受

入
体
制
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

当
村
に
お
い
て
も
、

単
身
者
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
住
宅
も
必
要
と
考

え
る
か
。

単
身
用
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん

村
長単身

者
を
受
入
ら
れ

る
住
宅
も
必
要
と
の
ご

質
問
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
現
在
の
村
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
池
の
原

住
宅
12
世
帯
・
谷
相
住

宅
４
世
帯
・
若
者
定
住

促
進
住
宅
４
世
帯
が
建

設
さ
れ
合
計
20
世
帯
の

住
宅
が
整
備
さ
れ
、
道

志
村
総
合
計
画
に
掲
げ

る
目
標
戸
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
。

池
の
原
住
宅
に
つ
き

ま
し
て
は
、
23
年
が
経

過
し
て
い
る
事
か
ら
、

今
後
、
維
持
管
理
に
経

費
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、

単
身
用
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
後
の
ニ

ー
ズ
に
よ
っ
て
は
、
村

費
で
の
建
設
ま
た
は
、

補
助
金
等
を
利
用
し
な

が
ら
考
え
て
行
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

佐
藤Ｄ

１
グ
ラ
ン
プ
リ

に
つ
い
て

11
月
２
〜
３
日
に
Ｒ

４
１
３
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
Ｄ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
が

道
の
駅
で
行
わ
れ
、
大

勢
の
お
客
さ
ん
の
来
店

も
あ
り
大
成
功
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま

で
終
わ
り
で
は
Ｄ
１
グ

ラ
ン
プ
リ
が
生
き
ま
せ

ん
。
グ
ラ
ン
プ
リ
料
理

を
村
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
、
１
年
間
道
の
駅

や
道
志
の
湯
等
で
販
売

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
内
の
活
性
化
の
た

め
に
推
進
し
て
い
く

村
長昨年

の
グ
ラ
ン
プ
リ
料

理
に
つ
き
ま
し
て
は
、﹁
道

の
駅
﹂・﹁
道
志
の
湯
﹂
に

お
い
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
販
売
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
村
内
の
活
性

化
の
た
め
に﹁
道
の
駅
﹂や

﹁
道
志
の
湯
﹂
は
も
ち
ろ

佐
�

藤
��

定三
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

大勢の参加者で

QＡ

ん﹁
観
光
協
会
﹂と
も
協
議

し
、
民
宿
や
飲
食
店
で
の

提
供
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
推
進
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂



（11）平成26年１月１日発行

小田原市において、山梨県、神奈川県、静岡県と箱根、
伊豆近隣市町村によるサミットが行われ、国と３県の知
事及び各市町村長、議員が参加して、今後の防災対策と現
在行っている対策事例の発表が行われました。各市町村
とも住民の理解と協力、そして行政の説明、進め方に苦慮
しています。当村においても防災に万全はないので、これ
からも官民一体となり安全、安心な道志村を作っていき
たいと思います。また、各市町村の地産品の試食会もあ
り、道志村ではクレソンサラダの紹介がありました。

サミットに参加し防災の勉強
全議員  １１月１５日

山梨県の早川町は静岡県、丹波山村は東京都、道
志村は神奈川県と３町村は大都市の人々の生活を
支える「水源地」ですが、近年過疎化が深刻化して
おり、森林整備もままならず、水源地としての機能
を果たすことも難しくなってしまう状況です。田
舎も都会もなく、共有資源としての緑豊かな水源
地を産、官、民が力を出し合い守っていこう。
そんな活動目的に３町村が中心になってのシン
ポジウムでした。道志村も早川、丹波山と共に森林
保護に努めていきたいと思います。

やまなし水源地ブランドシンポジウム in山梨に参加
全議員 １１月２８日

道志村消防団のポンプ操法などの
訓練を視察し、村の防災や減災につい
て改めて考えさせられました。また、
山林火災のこわさも本年体験しまし
た。その教訓で、室久保地内グランド
に 100 トンの貯水槽を設置予定で
す。日頃の消防団の活躍に感謝するし
だいです。

消防団消火訓練を視察して 全議員 １１月１０日

訓練風景

小田原にて

研修の様子

議会活動報告

第13回富士箱根伊豆交流圏市町村



議会だより（12）

活動報告

政策部会では、平成 26年度当初予算に事業化できることを対象に議論を重ねてきまし
た。その一つとして全国的に民有林の荒廃が進行しているなかで、間伐を軸にした森林整備
事業を推進することを提言。

・間伐することで木が育ち価値が上がる。
・下草がはえて、土砂災害などの防災、減災になる。
・測量することで境界の確定や山林所有者が
明確になる。

＊長期的な課題と対策（平成 26年～）
●雇用問題（働く場の確保）
● 教育・医療・住宅 
● Uターン・Iターン推進  ●情報発信

政 策 部 会

道志村ではこの５年間の平均で、毎年２５人の人口減少がみられます。これからは、ますま
す少子高齢化が進むため、人口減少型社会にどう取り組むか検討し、特別委員会を設置して対
策を考えていくことになりました。
政策部会（山口力部会長）と出会いサークル部会（山口勝也部会長）に分かれ、月に１度部
会を開催して議論しています。短期的には２６年度当初予算に事業化できること、長期的には
次の長期総合計画（２０１６年～２０２５年）に政策提案できることを目指しています。
住みよい村づくりを進めるため住宅、教育及び子育て支援の充実、そして雇用の場を確保し
情報発信することにより、Uターン、Iターン者を呼び込み、人口の減少に歯止めをかけたい
と考えています。

１０月に北海道下川町人口約（３６００人）を視察しました。毎年 50ヘクタールの造林×60
年伐期の循環型森林経営を実践しています。
伐採と植栽が永久に繰り返され持続可能な
生産体制となり、就労、雇用の場の確保が容
易となり、平成１４年以降の Uターン、Iター
ン者２５名が森林組合に就職し森林管理の仕
事についている。さらに森林組合への就職希
望者 30名以上が待機しているとのことでし
た。いかに安定的な雇用の場の確保が大切か
と痛感しました。

人口増加対策特別委員会報告        （委員長　出羽和平）

下川町にて視察

森林組合の説明風景



（13）平成26年１月１日発行

特別委員会
出会いサークル部会では、適齢者の結婚問題を中心に議論してきました。
男女の出会う場の提供、個々の縁結びをするため、住民健康課と協議し結婚相談事業を、要綱
を定めて運用することになりました。
結婚相談員は 2名から 6名に増員し、議員が推薦して、12月 19日に村長より委嘱されました。

＊結婚相談員名簿
・善ノ木地区 池谷 幸昌 さん

・神地地区  山口 和男 さん

・川原畑地区 藤原かず代 さん

・長幡西地区 佐藤  清 さん

・長幡東地区 佐藤 守一 さん

・久保地区  村田 孝代 さん

＊相談員の任期は 3年、業務は結婚に関する相談、結婚相手の紹介及び仲介です。活躍を
期待するとともに、議会としても全面的にバックアップしていきます。
＊平成 26年度当初予算に結婚祝い金として、現行 5万円を 20万円に増額することを提
言する。

＊平成 26年 5月を目標に婚活イベントを開催する予定です。準備を進めていますので、
真剣に結婚を考えている方の参加をお待ちしています。

出会いサークル部会

役員さんです

あなたの声を議会に

＊議会だより№20：クイズチャレンジの回答　① →○　　② →×　　③ →○

こんな声をいただきました ご
意
見
に
対
し
て
は
、

本
人
に
直
接
お
答
え
を

し
て
い
ま
す
。

わかりやすい議会だよりありが
とうございます。
ご苦労様です。  83歳 男性

議員各位の方々ご苦労様です。
議会だより毎回楽しみにしています。
ただ、毎回「再質問あり」と一般質問の最後
に書いてありますけど再質問の内容答弁も
掲載してもらいたいです。  57歳 男性 

特別養護老人ホームについて、320人もの高齢者がいる中で 29床のホームを設立しても問
題が多く、なるばかりでは・・・。今、村の高齢者を抱えている家族は、最後迄家で過ごした
いと言う親の面倒を家で見てあげたい（感心します）と思っている人達が多いと感じてます。
（都会ではとても考えられない事ですが、村の人達の好さでしょうか。）
ホーム設立よりも在宅介護の手助の充実の方が先ではないでしょうか。
※個人で営利目的での建設はかまわないと思いますが。         65歳 女性 
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道
志
川
の
水
質
保
全
と

環
境
整
備
対
策
は

現
時
点
で
は
、﹁
き
れ
い
な

水
域
﹂
で
す
。
今
後
も
保
全

計
画
、漁
協
等
と
の
連
携
で

維
持
管
理
を
す
る
。

質
問

答
弁

平
成
24
年
９
月
定
例
会

役
場
庁
舎
の

建
て
替
え
は

ま
ず
は
準
備
し
て
、
財
源
確

保
の
た
め
の
基
金
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

平
成
24
年
12
月
定
例
会

小中学校の建設のあとに本格
的に検討にはいっていきたい。

村の誇りである道志川の景観と
水質を後世に伝えたい。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

本年度は道志川の環境、魚類生体調査
を実施、いろいろな影響を確認し、26年
１月末に結果が出る予定です。

役場庁舎については、耐震基準に達
していないので、建て替えの方向で検
討しています。平成24年度から、基金
の積立を始めました。

清流道志川
役場玄関



道志剣道連盟は，昭和56年（1981
年）４月から活動が始まり、今年で創
立32年になります。今まで多くの剣士
を輩出してきており、高等学校や大学
進学後も剣道で活躍する会員もいま
した。現在は、中学生3人、小学生10人、
保育園児１人の14人が在籍していま
す。毎週木曜日、旧唐沢小学校体育館
で19時半から21時まで稽古に励んで
います。
「剣道は剣の理法の修練による、人
間形成の道である」という剣道の理念
に基づき、剣道の稽古を通して、感謝
する気持ちや、礼儀を学べるような活
動をしています。稽古場に入る際、靴

をそろえ、あいさつをしっかりする。
防具や竹刀は、自分で持つ。終わった
ら掃除をする。当たり前の事を当たり
前にやることを大切にしながら、技術
向上に努めています。
また、各種大会にも、山梨県体育祭

りを始め、南都留郡体育祭り、近隣市
町村の市制祭大会等に、個人や団体で
参加しています。年末には、村内の剣
道大会も実施しています。その他に昇
級、昇段審査も受審していて、ほとん
どの会員が中学校卒業までに二段を
取得します。
剣道を通して、大きく成長してほし
いと願います。

（15）平成26年１月１日発行

紹

介
しょうかい

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練習風景 練習風景

剣の道は人の道
保護者会会長 渡辺　堅一さん

剣道連盟代表 佐藤　一仁さん

剣士集合
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昨
年
、
道
志
米
が
初
め
て
作
付

け
さ
れ
美
味
し
い
と
好
評
で
あ
り

ま
し
た
。
今
年
は
２
年
目
で
多
く

方
に
道
志
米
に
挑
戦
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
頂
き
道
志
村
の
ブ
ラ

ン
ド
米
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、11
月
に
行
な

わ
れ
た
D
１
グ
ラ
ン
プ
リ
も
大
成

功
に
終
わ
り
、
道
志
村
の
食
文
化

の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ
る
事
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
読
み
や

す
い﹁
議
会
だ
よ
り
﹂を
め
ざ
し
が

ん
ば
り
ま
す
。
平
成
26
年
年
頭
に

あ
た
り
村
民
の
皆
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
編
集
後

記
と
し
ま
す
。
 
︵
佐
藤
定
三
︶

編
 
集
後
 
記

議会だより No.21 発行：道志村議会    編集：広報常任委員会
〒402‑0209 山梨県南都留郡道志村 6181‑1 TEL.0554－52－2112

写真募集中（議会だよりに掲載させていただきます。）

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
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秀
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副
委
員
長
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口
 
 
力

委
 
 
員
 
 出
羽
 
和
平

委
 
 
員
 
 佐
藤
 
定
三

がんばる人紹介

昭和62年正月の光景が今でもはっきりと思い出されます。
それは、職場の先輩Ｋさんの一言でした。荒れ狂っていた
私に、佐藤君、飲む、打つ、買う、の人生はつまらないぞ、
そういって審判を勧めてくれました。
この一言が私の人生の転換期となり、昭和62年５月に第
三種、平成3年に第二種、同6年に第一種のソフトボール公
認審判資格を取得し、今日まで27年間続けて来ました。こ
の間、全日本女子一部リーグ等の全国大会に数多く参加す
る機会を得て、決定的な場面に何度も遭遇しましたが、そのたびに公平な判定を

下す事が出来、幸せな審判人
生を過ごすことが出来まし
た。長く続ける秘訣は？と、た
まに聞かれますが、人の為と
思ったら続かない、自分の資
質向上の為にやっていると答
えます。
謙虚な気持ちを忘れず、「涼風
一陣」さっと吹き抜けてゆく
が如き、爽やかさが残るよう
な審判員になりたいものです。

ソフトボール公認審判
佐藤 勝彦さん

「先輩の一言」で人生が変わった

主審の様子です


